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季
節
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
姿
を
変
え
て
い
く
、
美
し
い
自
然
に
私

た
ち
の
心
も
和
み
ま
す
。
日
本
の
四
季
を
代
表
す
る
美
は
雪
月
花
と
い
う

言
葉
で
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
社
で
は
毎
年
大
勢
の
参
拝
者
が
神
苑
に
咲

く
藤
の
花
や
菊
ま
つ
り
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
自
然
に
親
し
み
、
自
然

と
の
一
体
感
を
持
つ
日
本
人
の
心
に
は
古
く
か
ら
の
宗
教
的
な
意
識
（
＝

古
神
道
）
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
古
代
の
日
本
人
は
大
自
然
の
す
べ
て
に

神
が
宿
る
と
信
じ
、
畏
れ
敬
い
な
が
ら
、
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
し
た
。
神
道
の
中
心
的
な
特
徴
は
神
を
敬
い
祖
先
を
崇
め
る

敬
神
崇
祖
に
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
年
中
行
事
の
一
つ
に
、
祖
先
の
霊
と
交
流
を
持
つ
お
盆
や
お

彼
岸
が
あ
り
ま
す
。
お
盆
は
元
々
は
日
本
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
祖
霊
祭
が

現
在
の
よ
う
に
形
を
変
え
た
も
の
で
す
し
、
お
彼
岸
は
祖
先
を
ま
つ
る
大

切
な
行
事
で
し
た
。
日
本
人
は
亡
く
な
っ
た
人
の
魂
は
い
つ
ま
で
も
こ
の

地
に
留
ま
り
、
子
孫
の
幸
せ
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
祖
霊
を
迎
え
て
慰
霊
を
し
ま
す
。
お
彼
岸
に
は
ぼ
た
も
ち
（
春

の
牡
丹
の
花
に
ち
な
ん
だ
牡
丹
餅
）
や
お
は
ぎ
（
秋
の
萩
の
花
に
ち
な
ん
だ

萩
餅
）
を
供
え
て
、
お
下
が
り
と
し
て
食
し
ま
す
。
神
棚
に
供
え
る
も
の

と
し
て
は
お
米
や
お
餅
、
お
酒
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
神
道
で
は
神
様
と

共
に
飲
食
を
す
る
こ
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
活
力
が
得
ら
れ
、
ご
加
護
を
受

け
ら
れ
る
も
の
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
と
言
え
ば
笠
間
の
菊
ま
つ
り
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
春
の
桜
と
秋
の
菊
は
日
本
人
の
最
も
好
む
花
で
あ
り
、
当
社
の
菊
が

ご
縁
と
な
っ
て
ド
イ
ツ
の
ラ
ー
ル
市
と
交
流
が
始
ま
り
、
今
年
の
五
月
に

笠
間
市
は
友
好
都
市
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
菊
以
外
に
萩
の
花
も
草

冠
に
秋
と
書
く
こ
と
か
ら
も
分
か
り
ま
す
よ
う
に
、
趣
の
あ
る
秋
の
季
節

感
を
代
表
す
る
花
で
す
。
和
歌
に
も
数
多
く
詠
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
桜
の

花
と
同
様
に
花
の
散
る
の
を
惜
し
み
、
花
鎮
め
と
言
っ
て
散
る
花
の
霊
魂

を
慰
め
よ
う
と
す
る
歌
が
多
く
あ
り
ま
す
。
藤
の
花
や
萩
の
花
が
花
見
の

対
象
に
な
っ
た
の
は
た
く
さ
ん
の
花
を
咲
か
せ
て
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
姿

が
稲
穂
の
よ
う
で
あ
り
、
稲
の
実
り
の
先
触
れ
と
見
て
、
言
霊
の
働
き
に

よ
っ
て
豊
穣
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
願
い
、
称
え
る
歌
が
詠
ま
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
稲
魂
が
宿
る
こ
と
に
よ
り
稲
の
実
り
が

も
た
ら
さ
れ
、
私
た
ち
の
命
が
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
命
の
根
の

神
様
で
あ
る
宇
迦
之
御
魂
神
を
お
祀
り
す
る
稲
荷
信
仰
は
全
国
的
に
広

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
身
近
な
暮
ら
し
の
中
に
あ
る
神
道
。
日
本
列
島
に
住
み
つ
い

た
遠
い
祖
先
か
ら
受
け
継
い
で
い
る
自
然
観
、
霊
魂
観
、
祖
霊
観
。
祈
り

や
神
の
恵
み
と
祖
先
の
恩
と
に
感
謝
す
る
心
。
人
生
儀
礼
や
年
中
行
事
に

深
く
関
わ
る
当
社
へ
の
ご
参
拝
の
際
に
は
、
年
間
の
様
々
な
祭
典
や
菊
ま

つ
り
な
ど
を
通
し
て
、
皆
様
方
に
は
日
本
の
良
き
伝
統
文
化
の
根
底
に
あ

る
も
の
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
て
、
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

笠
間
稲
荷
神
社　

宮
司　

塙
東
男

笠
間
稲
荷
神
社
日
誌
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笠
間
稲
荷
神
社
日
誌

平
成
三
十
年

◆
四
月

一
日 

新
入
職
員
入
社
奉
告
祭

 

氏
子
総
代
新
任
奉
告
祭

二
日 

甲
子
祭

三
日 

神
武
天
皇
祭
遥
拝
式

八
日 

東
京
笠
間
講

九
日 

例
大
祭

十
四
日 

結
婚
式
　
柴
田
家
・
野
口
家

十
六
日 

秩
父
親
和
講

二
十
一
日 

東
京
丸
佐
講

二
十
二
日 

東
京
紋
三
郎
講

二
十
六
日 

東
京
笠
間
報
恩
講

二
十
九
日 

昭
和
祭

 

茨
城
県
菊
花
連
盟
総
会

◆
五
月

七
日 

武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
世
話
人
会

 

　
権
宮
司
　
東
⻆
井
真
臣
殿

 

　
総
代
会
長
　
大
野
隆
司
殿

八
日 

武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
世
話
人
会

 

　
禰
宜
　
馬
場
直
也
殿

 

　
副
会
長
　
新
藤
享
弘
殿

十
日 
御
田
植
祭
奉
告
祭

 
御
田
植
祭

十
一
日 

武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
世
話
人
会

 

　
責
任
役
員
　
小
峰
政
昭
殿

 

　
禰
宜
　
新
田
朗
殿

十
二
日 

結
婚
式
　
畠
中
家
・
塚
越
家

十
七
日 

講
社
大
祭

 

新
世
紀
の
会

 

　
代
表
　
市
川
伊
三
夫
殿

 

　
　
　
　
萩
原
亢
雄
殿

十
九
日 

東
京
胡
桃
講

二
十
日 

小
鹿
野
笠
間
講

◆
六
月

一
日 

甲
子
祭

三
日 

東
京
あ
づ
ま
講

 

長
江
建
材
工
業
㈱

四
日 

東
新
町
氷
川
神
社

 

　
宮
司
　
篠
直
嗣
殿

 

　
責
任
役
員
　
篠
連
一
郎
殿

 

　
総
代
会
長
　
大
野
健
次
殿

九
日 

皇
太
子
同
妃
殿
下
御
成
婚
二
十
五
年
奉
祝
祭

十
日 

植
樹
祭
奉
告
祭

二
十
四
日 

車
の
茅
の
輪
く
ぐ
り

三
十
日 

大
祓
式

赤
字
…
祭
典
　
　
緑
字
…
行
事

青
字
…
結
婚
式

黒
字
…
講
中
参
拝
・
正
式
参
拝
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祭
事
予
定 

八
月

 

一
日
　 
本
社
御
田
植
祭

 

一
日
　 
事
比
羅
祭

 

一
日
　 

末
社
祭

 

五
日
　 

献
燈
祭

 

十
日
　 

旧
大
祓
式

事
比
羅
祭
・
末
社
祭

　
八
月
一
日
に
は
、境
内
に
鎮
座
す
る
「
事
比
羅
神
社
」・

「
末
社
（
境
内
神
社
）」
の
例
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
例

祭
は
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
が
鎮
座
さ
れ
た
日
に
斎
行
さ
れ

ま
す
。
こ
の
日
に
は
日
頃
か
ら
各
お
社
を
崇
敬
さ
れ
て

い
る
氏
子
、
崇
敬
者
が
集
い
祭
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
祭
典
に
は
ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
ご
参

列
頂
け
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
が
鎮
座
さ
れ
た
良
き

日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
の
御
神
徳
を
頂
い
て
み
て
は

如
何
で
し
ょ
う
か
。

献
燈
祭

　
献
燈
祭
は
、
我
々
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な

い
火
（
燈
）
に
感
謝
し
、
ま
た
火
が
災
い
の
元
と
な
ら

ぬ
よ
う
祈
願
す
る
と
共
に
、
我
々
の
祖
先
の
御
霊
を
慰

め
る
お
祭
り
で
す
。

　
当
日
は
、
境
内
の
石
燈
籠
や
釣
燈
籠
そ
し
て
皆
々
様

か
ら
奉
納
さ
れ
る
大
小
様
々
な
行
燈
全
て
に
燈
が
と
も

さ
れ
、
夏
の
暑
さ
が
和
ら
ぐ
夕
刻
の
浄
闇
に
浮
か
ぶ
燈

り
は
風
情
豊
か
で
あ
り
、
境
内
は
夜
遅
く
ま
で
参
拝
者

で
賑
わ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
行
燈
の
奉
納
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
社
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　【
献
燈
料
】

　
　
大
行
燈
…
一
万
円

　
　
小
行
燈
…
五
千
円

祭
事
予
定 
九
月

 

二
十
三
日 

秋
季
皇
霊
祭

 

二
十
三
日 

小
笠
原
流
弓
術
奉
納
式

 

二
十
四
日 

中
秋
祭

中
秋
祭

　
末
社
内
の
月
読
神
社
の
祭
典
で
、
旧
暦
の
八
月
十
五

日
に
斎
行
致
し
ま
す
。
中
秋
の
名
月
を
見
ら
れ
る
日
に

斎
行
さ
れ
る
祭
典
で
あ
り
、
中
秋
の
名
月
を
観
賞
す
る

風
俗
は
平
安
時
代
に
伝
来
し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
農
民

の
間
で
は
農
耕
行
事
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
収
穫
の
感
謝

祭
と
し
て
の
意
味
を
持
ち
ま
し
た
。

祭
事
予
定 

十
月

 

十
七
日 

神
嘗
奉
祝
祭

 

二
十
日 

菊
ま
つ
り
開
場
式

 

二
十
二
日
〜
二
十
四
日
　
本
宮
祭

 

二
十
五
日 

尚
歯
祭

献燈祭

菊まつり

中秋祭

3



祭
事
予
定 

十
一
月

 

三
日 
明
治
祭

 

三
日 

神
事
流
鏑
馬

 

十
五
日 

霜
月
祭

 

十
八
日 

舞
楽
祭

 

二
十
三
日 

新
嘗
祭
・
献
穀
献
繭
祭

神
事
流
鏑
馬

　
当
社
の
神
事
流
鏑
馬
は
、
稲
荷
大
神
様
に
縁
の
深
い

農
作
物
の
豊
凶
を
占
う
と
共
に
、
日
本
の
伝
統
文
化
で

現
存
す
る
流
派
で
あ
る
、
小
笠
原
流
の
古
儀
古
術
を
保

存
す
る
為
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
弓
馬
術
礼
法
小
笠
原
教
場
一
門
を
は
じ
め
、

氏
子
や
古
武
道
振
興
会
の
有
志
、
地
元
小
学
生
等
の
奉

仕
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
境
内
で
の
安
全
祈
願
、

奉
納
奉
告
祭
の
後
、
笠
間
藩
弓
馬
訓
練
場
跡
で
あ
る
笠

間
小
学
校
前
ま
で
古
式
に
則
り
列
を
組
み
進
み
、
奉
納

さ
れ
ま
す
。

舞
楽
祭

　
当
日
は
境
内
に
舞
殿
が
設
け
ら
れ
、
舞
人
が
神
前
に

舞
を
奉
納
致
し
ま
す
。

【
曲
目
】

　
神
　
楽
　「
浦
安
の
舞
」「
悠
久
の
舞
」

　
祭
祀
舞
　「
豊
栄
の
舞
」

　
舞
　
楽
　「
迦
陵
頻
」

新
嘗
祭
・
献
穀
献
繭
祭

　「
新
嘗
祭
（
に
い
な
め
さ
い
）」
は
、
宮
中
に
お
い
て

そ
の
年
の
新
穀
を
神
々
に
供
え
る
と
共
に
、
天
皇
陛
下

が
そ
の
年
の
新
穀
を
初
め
て
召
し
上
が
ら
れ
る
祭
典
で

す
。
全
国
の
各
神
社
に
お
い
て
も
新
穀
を
神
前
に
供
え

祭
祀
が
行
わ
れ
ま
す
。
当
社
で
は
、「
献
穀
献
繭
祭
」
と

称
し
、
新
穀
、
新
繭
が
神
前
に
供
え
ら
れ
る
他
に
、
献

穀
品
、
献
繭
品
の
品
評
会
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

祭
事
予
定 

十
二
月

 

二
十
二
日 

御
火
焚
串
炎
上
祭

 

二
十
三
日 

天
長
祭

 

二
十
八
日 

鹿
島
祓

 

三
十
一
日 

大
祓
式

鹿
島
祓

　「
鹿
島
祓
」
は
、
当
社
独
特
の
祓
具
を
用
い
て
行
う
お

祓
い
で
す
。
こ
れ
は
、
現
在
の
宮
司
家
を
鹿
島
神
宮
よ

り
当
社
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
際
に
、
鹿
島
神
宮
の
祭
式

を
当
社
に
も
た
ら
し
た
こ
と
に
起
源
し
ま
す
。
当
日
は
、

拝
殿
、
楼
門
を
始
め
社
務
所
内
各
部
屋
に
至
る
ま
で
お

祓
い
を
し
ま
す
。

舞楽祭

神事流鏑馬

鹿島祓
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第１１１回
笠間の菊まつり

日
本
三
大
稲
荷

笠
間
稲
荷
神
社

大
菊
花
展

菊
人
形
展

10
月
20
日

　　〜
11
月
25
日

平
成
30
年

８
時
半
〜
16
時
半（
入
場
は
16
時
ま
で
）

土

日

菊
人
形
展

西
郷

    
ど
ん
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第１１１回
笠間の菊まつり

日
本
三
大
稲
荷

笠
間
稲
荷
神
社

日
本
三
大
稲
荷

笠
間
稲
荷
神
社

笠
間
稲
荷
神
社

大
菊
花
展

大
菊
花

大
菊
花
展展

菊
人
形
展

菊
人
形

菊
人
形

菊
人
形
展

10
月
20
日

　　〜
11
月
25
日

平
成
30
年

８
時
半
〜
16
時
半（
入
場
は
16
時
ま
で
）

土

日

８
時
半
〜

８
時
半
〜
1

菊
人
形
展

展展展展 菊
人
形
展

菊
人
形
展

菊
人
形
展

菊
人
形
展

菊
人
形
展

菊
人
形
展

菊
人
形
展

菊
人
形
展

菊
人
形
展

菊
人
形
展

菊
人
形
展

菊
人
形
展

菊
人
形
展

菊
人
形
展

菊
人
形
展

菊
人
形
展

菊
人
形
展

菊
人
形
展

菊
人
形
展

西
郷

    

ど
ん
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平
成
三
十
一
年
の
新
春
初
祈
祷
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
神
社
の
御
神
札
は
一
年
の
節
目
に
新
た
な
御
神
札
を
神
棚
に
お
祀
り

す
る
こ
と
が
古
く
か
ら
の
習
わ
し
で
あ
り
ま
す
。

　
新
年
を
迎
え
て
気
持
ち
を
改
め
、
新
た
な
御
神
札
を
お
祀
り
致
し
ま

し
ょ
う
。
古
い
御
神
札
を
御
焚
き
上
げ
致
し
て
お
り
ま
す
。

※
楼
門
を
正
面
に
し
、
右
手
の
納
札
所
に
納
め
て
下
さ
い
。

正月期間中は、当社参集殿前駐車場は使用出来ません。

駐車場の詳細はホームページをご覧下さい。お知らせ

◆
新
春
祈
祷
申
込

　

新
春
初
祈
祷
の
当
日
受
付
は
大
変
混
み
合

い
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
の
事
前
予
約
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

正
月
前
に
お
早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
▼
０
２
９
６
―
７
３
―
０
０
０
２

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.kasam

a.or.jp/

笠
間
稲
荷
神
社

検 

索

◆
祈
祷
時
間

　

一
月
一
日 

〇
時
〜
五
時

　

 

七
時
〜
十
七
時

　
二
・
三
日 

八
時
〜
十
七
時

　
四
〜
七
日 

八
時
〜
十
六
時

　
十
六
日
以
降 

七
時
四
十
五
分
〜
十
六
時

※
一
時
間
毎
に
執
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

 

開
始
十
五
分
〜
三
十
分
前
ま
で
に
受
付

下
さ
い
。

◆
祈
　
　
願

・ 

五
穀
豊
穣 

・
病
気
平
癒

・
家
内
安
全 

・
開
運
招
福

・
商
売
繁
栄 

・
身
体
健
全

・
交
通
安
全 

・
学
業
成
就

・
厄
除 

・
合
格
祈
願

・
方
位
除 

　
　
　
　

※
そ
の
他
ご
相
談
下
さ
い
。
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◆
祈
祷
時
間

　

一
月
一
日 

〇
時
〜
五
時

　

 

七
時
〜
十
七
時

　
二
・
三
日 

八
時
〜
十
七
時

　
四
〜
七
日 

八
時
〜
十
六
時

　
十
六
日
以
降 

七
時
四
十
五
分
〜
十
六
時

※
一
時
間
毎
に
執
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

 

開
始
十
五
分
〜
三
十
分
前
ま
で
に
受
付

下
さ
い
。

ご案内
笠間稲荷神社

月
詣
り

当
社
に
は｢

月
詣
り｣

を
さ
れ

る
崇
敬
篤
い
方
が
大
勢
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

月
詣
り
と
は
、
月
毎
に
大
神

様
の
御
加
護
を
お
受
け
に
な
り
、

前
月
よ
り
の
平
穏
無
事
を
感
謝

し
、
新
た
な
御
神
徳
を
頂
く
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
月
詣
り
の
方

に
は
神
苑
に
咲
く
花
を
表
し
た

御
幣
を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

ど
の
月
か
ら
で
も
始
め
て
頂
け

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
受

付
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

祈
祷
案
内

初
宮
詣
り

　

初
宮
詣
り
は
、
大
神
様
の
御

加
護
に
よ
り
、
こ
の
世
に
生
を
受

け
た
事
へ
の
感
謝
と
、
新
生
児
が

無
事
に
生
育
す
る
こ
と
を
祈
念

す
る
人
生
儀
礼
で
す
。男
の
子
が
、

生
後
三
十
一
日
、
女
の
子
が
生
後

三
十
二
日
目
に
詣
る
の
が
一
般
的

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ご
家
族

が
お
揃
い
に
な
る
良
き
日
を
お
選

び
に
な
り
、
お
詣
り
下
さ
い
。

（
初
穂
料　

七
千
円
よ
り
）

　

当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ご
祈
祷
の
ご
予
約
が
頂
け
ま
す
。

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.kasam

a.or.jp/

笠
間
稲
荷
神
社

検 
索

奉
納
募
集

　

当
社
で
は
威
儀
物
や
祭
典
に

用
い
ら
れ
る
祭
具
の
ご
奉
納
を

お
受
け
致
し
て
お
り
ま
す
。
ご
奉

納
頂
け
る
方
は
笠
間
稲
荷
神
社

社
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
奉
納
頂
い
た
方
の
芳
名
は
末

永
く
顕
彰
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
に
ご
奉
納
頂
き
ま

し
た
ご
崇
敬
者
の
皆
様
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
簾
、
胡
床
、
装
束
、
几
帳

等
多
種
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

初宮祈祷をお受けの方
にお食い初めの食器（上
図）を差し上げます。

8



　

東
京
胡
桃
講
は
、
昭
和
五
十
三
年
、
現
講
元

平
田
善
則
さ
ん
の
父
・
平
田
茂
さ
ん
が
初
代
講

元
と
し
て
発
足
し
た
講
中
で
、
講
員
は
講
元
の

お
住
ま
い
で
あ
る
東
京
都
荒
川
区
の
近
隣
住
民

を
中
心
に
毎
年
五
月
に
参
拝
に
来
ら
れ
ま
す
。

　

講
名
は
先
代
講
元
と
先
代
塙
瑞
比
古
宮
司
が

相
談
し
「
胡
桃
下
稲
荷
」
に
ち
な
み
、
ま
た
他
に

も
「
胡
桃
講
」
と
い
う
講
名
の
講
中
が
あ
っ
た
為
、

地
名
を
冠
し
て
「
東
京
胡
桃
講
」
と
定
め
た
と
伝

わ
り
ま
す
。

　

先
代
講
元
が
正
五
九
詣
り
（
一
月
・
五
月
・
九

月
）
の
い
ず
れ
か
で
参
拝
を
し
よ
う
と
考
え
て
い

た
こ
と
や
九
月
に
は
地
元
町
会
の
旅
行
が
あ
る

こ
と
、
講
発
足
の
準
備
を
年
末
頃
か
ら
始
め
た

こ
と
な
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
あ
り
、
発
足
当
初

か
ら
今
日
ま
で
五
月
の
半
ば
に
参
拝
を
続
け
て

お
ら
れ
ま
す
。
平
田
講
元
と
講
元
夫
人
の
路
子

さ
ん
、
先
代
の
頃
よ
り
講
に
参
加
し
て
い
た
塩

島
昭
治
さ
ん
や
豊
田
佳
二
さ
ん
、
下
田
利
弘
さ

ん
、
長
瀬
憙
央
さ
ん
ら
四
名
の
世
話
人
様
方
に

も
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
近
年
も
四
十
名
前
後
で
大
祈
祷
式
を
執

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
笠
間
で
お
詣
り
を

し
て
か
ら
茨
城
県
内
の
他
、
栃
木
、
群
馬
、
福

島
等
で
観
光
を
し
、
講
員
同
士
の
親
睦
を
深
め

る
一
泊
の
参
拝
旅
行
形
式
は
発
足
当
初
よ
り
今

日
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
田
講
元
や
世
話
人
の
皆
様
か
ら
は
「
運
送

業
を
営
ん
で
い
る
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
大
き
な

事
故
も
な
く
仕
事
が
で
き
る
の
は
あ
り
が
た
い
」

「
講
員
が
そ
れ
ぞ
れ
知
り
合
い
に
声
を
か
け
、
誘

い
合
っ
て
参
加
す
る
の
で
、
異
業
種
の
人
と
も

交
流
が
で
き
、
講
参
拝
後
は
仕
事
が
増
え
る
と

評
判
。」「
ご
縁
が
つ
な
が
る
か
ら
毎
年
参
加
し

よ
う
と
い
う
人
も
ま
た
増
え
る
」「
こ
れ
ま
で
順

調
に
過
ご
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
御
神
徳
を
感

じ
る
」
等
と
仕
事
の
発
展
や
生
活
の
安
寧
に
広
く

大
神
様
の
お
力
を
感
じ
て
い
る
こ
と
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

東
京
胡
桃
講
の
さ
ら
な
る
ご
隆
昌
と
講
員
皆

様
方
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

講
中
を
訪
ね
て

東
京
胡
桃
講

当社には古くから「講中」という団体で参拝される崇敬者の組織があります。
地域、血縁、仕事仲間など、稲荷大神さまとご神縁を結ばれた様々な講中が
全国各地で活動しています。今回、ご紹介するのは・・・

①講中参拝時、一の鳥居より参進する東
京胡桃講の皆さん　②取材にご協力いた
だきました東京胡桃講世話人の皆さん　
③平成10年、前平田茂講元を中心に記念
撮影　④平成30年、現平田善則講元を中
心に拝殿前で記念撮影　⑤講中参拝の他
に月詣りを続けている平田講元の自宅神
棚　⑥大祈祷式の直会、冷酒の儀にて巫
女より冷酒を拝戴する平田講元

②上段左より世話人
豊田さん、長瀬さん、
塩島さん、下段左よ
り下田世話人夫人タ
カ子さん、平田講元
夫人路子さん

講元

平田　善則
昭和22年生まれ（70歳）
平田倉庫運輸株式会社 会長
笠間稲荷神社東京別社総代

趣味：旅行

「先代講元の父の後を継ぎ、平
成15年より東京胡桃講を率い、
現在も一泊旅行形式の参拝を続
けています。年1回の講中参拝
をきっかけに講員同士やその仕
事先などにご縁が広がる話を聞
くと、大神様のお力を感じます」

「講中を訪ねて」でご紹介させていただく講中を募集しております。訪問、取材へのご協力を宜しくお願い致します。

①③

④

⑤

⑥
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稲
荷
神
社
と
聞
い
て
ま
ず
思
い
浮
か
べ
る
も
の
は
な
ん
で
し
ょ

う
か
？
「
お
稲
荷
さ
ん
っ
て
狐
を
祀
っ
て
る
ん
で
し
ょ
？
」
と
考

え
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
違
い
ま
す
。
稲
荷
神
社
の

御
祭
神
は
宇
迦
之
御
魂
神
（
う
か
の
み
た
ま
の
か
み
）
で
あ
り
、

当
社
で
は
稲
を
担
ぎ
狐
に
乗
っ
た
姿
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
狐
は

神
の
使
い
、
眷
属
と
い
う
立
場
で
あ
っ
て
、
神
そ
の
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
お
稲
荷
さ
ん
」
の
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る

宇
迦
之
御
魂
神
は
、
稲
を
中
心
と
す
る
食

物
を
司
り
、
特
に
農
業
の
神
と
し
て
信

仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
日
本
人
に
と
っ

て
農
業
と
い
え
ば
、
稲
作
が
最
も
大
事

で
あ
り
ま
し
た
。
狐
は
、
稲
作
と
大
変

関
わ
り
の
深
い
動
物
で
す
。

　
狐
は
稲
を
食
べ
て
し
ま
う
ネ
ズ
ミ
や
小

鳥
を
退
治
す
る
「
稲
守
」
の
役
割
を
果
た
し

ま
す
。
ま
た
体
毛
が
黄
金
色
で
ふ
さ
ふ
さ
し
た

尻
尾
を
も
つ
姿
が
、
稲
穂
に
似
て
縁
起
が
よ
い
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
日
本
に
は
広
く
「
山
の
神
・
田
の
神
」
を
信
仰
す
る
風
習
が
あ

り
ま
す
。
か
つ
て
日
本
に
里
山
が
沢
山
あ
っ
た
こ
ろ
盛
ん
だ
っ
た

信
仰
で
す
。
春
、
田
植
え
の
時
期
に
な
る
と
山
か
ら
神
が
降
り
て

き
て
、
田
ん
ぼ
を
司
る
神
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
稲
が
生
長
し
、

秋
の
稲
刈
り
が
終
わ
る
と
山
に
帰
っ
て
い
き
、
山
の
神
に
戻
る
の

で
す
。
狐
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
山
の
神
・
田
の
神
」
と
同
じ
、
春

に
山
か
ら
や
っ
て
き
て
秋
に
山
に
帰
っ
て
い
く
習
性
を
も
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
神
の
使
い
と
さ
れ
た
の
で
す
。

　
新
美
南
吉
の
『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』
で
は
里
に
降
り
て
き
た
狐
が
い

た
ず
ら
を
し
、『
て
ぶ
く
ろ
を
買
い
に
』
で
は
子
狐
が

里
に
手
袋
を
買
い
に
や
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
物

語
や
「
山
の
神
・
田
の
神
信
仰
」
か
ら
、
か

つ
て
狐
が
日
本
人
に
と
っ
て
身
近
な
動
物

だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
昔
か
ら
狐
は
不
思
議
な
力
を
も
つ「
霊

獣
」
と
し
て
語
ら
れ
、
多
く
の
説
話
や

俗
信
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
稲
荷
」

で
い
な
り
寿
司
を
思
い
浮
か
べ
る
方
も

い
る
と
思
い
ま
す
。
油
揚
げ
は
狐
の
好
物

で
、キ
ツ
ネ
色
か
ら
く
る
と
も
言
わ
れ
ま
す
。 

今
も
、
当
社
に
は
油
揚
げ
の
お
供
え
が
絶
え
ま

せ
ん
。

　
こ
う
い
っ
た
特
徴
か
ら
、
い
つ
し
か
「
稲
荷
は
狐
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
た
の
で
し
ょ
う
。
人
々
は
「
神
様
に
直
接

お
願
い
す
る
の
は
畏
れ
多
い
」
と
考
え
、
そ
の
お
使
い
と
し
て
狐

を
選
び
ま
し
た
。
こ
う
し
て
狐
は
稲
荷
信
仰
に
お
い
て
大
切
に
思

わ
れ
て
き
た
の
で
す
。 つ

て
狐
が
日
本
人
に
と
っ
て
身
近
な
動
物

お
稲
荷

狐

さ
ん
と
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その他、ご質問等ございましたら、神社社務所までお問い合わせ下さい。
笠間稲荷神社社務所 ☎０２９６（７３）０００１

Ｑ  

笠
間
稲
荷
神
社
の
周
り
に
は
、
木
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
他

の
神
社
も
木
は
多
い
で
す
か
？

Ａ   

全
国
ど
こ
の
神
社
で
も
必
ず
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
お
社
は
木
々
に
囲

ま
れ
て
い
ま
す
。
山
自
体
を
ご
神
体
と
し
て
、
山
の
中
に
鎮
座
す
る

神
社
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ  

笠
間
稲
荷
神
社
で
特

別
な
木
は
あ
り
ま
す

か
？

Ａ   

当
社
は
そ
の
昔
、
こ

の
地
に
は
胡
桃
の
密

林
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、「
胡
桃
下
稲
荷
」

（
く
る
み
が
し
た
い
な

り
）
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
現
在
で
も

境
内
の
中
に
胡
桃
の

木
が
残
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ  

神
社
は
な
ぜ
木
々
に
囲
ま
れ
て

い
る
の
で
す
か
？

Ａ   
元
々
は
、
山
か
ら
里
に
降
り
て
く

る
神
様
を
迎
え
る
た
め
に
、
里
に

も
高
い
木
の
あ
る
場
所
が
必
要
な

の
で
、
集
落
の
中
の
小
高
い
場
所

に
木
を
植
え
、
森
を
育
て
ま
し
た
。

こ
れ
を
「
鎮
守
の
森
」
と
言
い
ま

す
。
古
く
か
ら
神
様
の
お
力
は
自

然
の
中
に
宿
り
、
特
に
深
い
森
の

中
を
好
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
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